
	
	※　令和５年３月７日
　　午前１０時３０分　　受付
	受付
順位
	※


	発言通告書

	令和５年３月７日
志太広域事務組合議会議長　石田　江利子　様
志太広域事務組合議会議員
氏名　石井　通春　　
次のとおり通告します。

	※　発言の種別
	質　疑　　　一般質問（　一括　／　一問一答（２回目以降））
緊急質問　　討　論


	標題
	クリーンセンター本体工事、住民負担を少なくするために
	答弁を求める者　　管理者

	要旨・内容
	10月下旬起工式を迎えるクリーンセンター整備事業のうち建築工事（11月から令和
	


	
	8年9月まで）は、巨額の金額がかかる上、今後単年度ごとの議決を経る事なく組合
	

	
	と建設請負業者との支払いが進む。この間、少しでも住民負担が出る事のないように、
	

	
	質問をする。
	

	
	１：来年度予算における工事請負費（13億余）は、原則出来高に応じた支払いとして
	

	
	いるが、対価として計算した具体的根拠はどこにあるのか。
	

	
	２：想定される工事費増加に対してのリスク分担は、組合の責任に資するもの（提示
	

	
	条件の不備や指示による工事行程の変更など）と事業者の責任に資するもの（事業者
	

	
	の理由によるもの）とあいまいな基準でしかない。例えば、資材の高騰などは業者の
	

	
	努力の中で行うべきことであり住民（組合）の負担にすべきではないと考えるが、協
	

	
	議がなされているか。
	

	
	３：過去2回、し尿と斎場の工事でボーリングを実施していながら本工事の際に地中
	

	
	障害物の存在がわかり、作業の中断と補正予算が迫られた経緯がある。この点、契約
	

	
	書においては、組合と協議し適切に処分すると当たり前の事しか書かれていない。住
	

	
	民の立場で、組合負担とならない取組が求められるのではないか。
	


（注）　１．質問の要旨は具体的に記載してください。
　　　　２．※欄は事務局記入欄です。
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